
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

る

規

則

○

給

料

の

調

整

額

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

〃

担

当

課

（

室

）

す

る

規

則

目

次

○

岡

山

県

県

費

負

担

教

職

員

の

給

与

に

関

す

る

規

〃

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

○

期

末

手

当

及

び

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

〃

定

部

を

改

正

す

る

規

則

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

教

育

委

員

会

】

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

〃

○

岡

山

県

文

化

財

保

護

条

例

に

基

づ

く

文

化

財

の

教

育

委

員

会

定

の

辞

退

指

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

〃

定

の

辞

退

○

介

護

老

人

保

健

施

設

の

開

設

許

可

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

〃

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

職

員

給

与

支

給

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成３０年３月６日 第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
九
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）

。

、

平
年
三
十
年
三
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
指

定
年

月
日

た
な

か
耳

鼻
咽

喉
ク

リ
ニ

ッ
ク

総
社

市
中

央
三

丁
目

１
０

－
１

０
５

H
3
0
.
１

.
１

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）

。

っ

、

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
廃

止
年

月
日

江
川

医
院

美
作

市
林

野
３

４
５

H
29

.
1
2
.
3
1

た
な

か
耳

鼻
咽

喉
ク

リ
ニ

ッ
ク

総
社

市
中

央
三

丁
目

１
１

番
１

０
２

H
29

.
1
2
.
3
1

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
一
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
一
条
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

（
）

（

。
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
が
次
の
と
お
り
指
定
を
辞
退
し
た

（
）

）
。

、

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
辞

退
年

月
日

八
浜

駅
前

歯
科

医
院

玉
野

市
八

浜
町

大
崎

４
８

２
H
3
0
.
２

.
１

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
一
条
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

（
）

（
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
が
次
の
と
お
り
指
定
を
辞
退

（
）

）
。

、

。

し
た

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者

種
類

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

事
業

所
の

名
称

事
業

所
の

所
在

地
辞

退
年

月
日

居
宅

介
護

事
業

者
中

西
勝

一
玉

野
市

八
浜

町
大

崎
４

７
８

－
７

八
浜

駅
前

歯
科

医
院

玉
野

市
八

浜
町

大
崎

４
８

２
H
3
0
.
２

.１

介
護

予
防

事
業

者
中

西
勝

一
玉

野
市

八
浜

町
大

崎
４

７
８

－
７

八
浜

駅
前

歯
科

医
院

玉
野

市
八

浜
町

大
崎

４
８

２
H
3
0
.
２

.１

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
介
護

老
人
保
健
施
設
の
開
設
を
許
可
し
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

介
護
老
人
保
健
施
設

リ
ハ
ヴ
ィ
ラ

ポ
ル
ソ
矢
掛

２

開
設
場
所

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
一
四
九
七
番
地

二

申
請
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
社
団
新
風
会

２

所
在
地

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
二
丁
目
一
番
一
号

三

許
可
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
五
二
八
八
〇
〇
一
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

介
護
老
人
保
健
施
設

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

介
護
老
人
保
健
施
設

リ
ハ
ヴ
ィ
ラ

ポ
ル
ソ
矢
掛

２

所
在
地

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
一
四
九
七
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
社
団
新
風
会

２

所
在
地

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
二
丁
目
一
番
一
号

三

指
定
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
五
二
八
八
〇
〇
一
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ポ
ル
ソ
矢
掛
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
一
四
九
七
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
社
団
新
風
会

２

所
在
地

岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
二
丁
目
一
番
一
号

三

指
定
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
五
二
八
八
〇
〇
一
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
清
梁
会
高
梁
中
央
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

岡
山
県
高
梁
市
頼
久
寺
町
八

六

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
清
梁
会

２

所
在
地

岡
山
県
高
梁
市
南
町
五
三

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
六
〇
九
九
〇
〇
一
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
看
護

介
護
予
防
訪
問
看
護

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ケ
ア
プ
ラ
ン
ア
ッ
コ
ラ

２

所
在
地

岡
山
県
備
前
市
三
石
九
四
三
番
地
二

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

合
同
会
社
ア
ッ
コ
ラ

２

所
在
地

岡
山
県
備
前
市
三
石
九
四
三
番
地
二

三

廃
止
年
月
日

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
一
一
〇
〇
六
四
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
吉
井
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
七
番
一
地
先
か

新

二
二
・
八

ら

七
・
九
～

赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
八
番
三
地
先
ま

一
〇
・
一

で赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
七
番
一
地
先
か

旧

七
・
三

二
二
・
八

ら赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
八
番
三
地
先
ま

で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

上
高
末
総
社
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
六
・
〇
～

総
社
市
久
代
字
切
戸
二
六
四
五
番
一
地
先
か
ら

総
社
市
久
代
字
川
ニ
コ
三
五
二
八
番
一
地
先
ま

新

九
四
・
五

二
八
・
〇

で

九
・
九
～

総
社
市
久
代
字
切
戸
二
六
四
五
番
一
地
先
か
ら

総
社
市
久
代
字
川
ニ
コ
三
五
二
八
番
一
地
先
ま

旧

九
四
・
五

二
五
・
〇

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

岡
山
吉
井
線

赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
七
番
一
地
先
か
ら

平
成
三
十
年

赤
磐
市
東
窪
田
字
中
溝
上
四
五
八
番
三
地
先
ま
で

三
月
六
日

上
高
末
総
社

総
社
市
久
代
字
切
戸
二
六
四
五
番
一
地
先
か
ら

線

総
社
市
久
代
字
川
ニ
コ
三
五
二
八
番
一
地
先
ま
で

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



〔

〕

（

）

、

九
一

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

児
島
湾
七
区
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

後
藤

弘

岡
山
市
南
区
西
七
区
四
八
六

理

事
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〔
九
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

事
業
主
体

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

児
島
湾
土
地
改
良
区

北
七
区
支
線

号

か
ん
が
い
排
水

平
成
三
〇
・

一
・
二
二

73
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第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

〔
九
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

計
画
を
変
更

建
部
地
区

農
道
整
備

下
神
目
下
）

し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

建
部
地
区

農
道
整
備

下
神
目
下
）
変
更
計

（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

画
書

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
三
月
六
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
市
北
区
役
所
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
九
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
の
四
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。

（
扶
養
手
当
の
支
給
）

給
与
条
例
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
医
療
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
等
級
が
四
級
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
二

給
与
条
例
第
九
条
第
三
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

第
七
条
の
三

一

公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
等
級
が
九
級
で
あ
る
も
の

二

研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
等
級
が
五
級
で
あ
る
も
の
の
う
ち
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
区
分
が
三
種
又
は

四
種
で
あ
る
も
の

第
九
条
第
一
項
中
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
旨
」
を
削
る
。

「

「

「

様
式
第
一
号
中

を

に
、

を

勤
務
公
署
名

勤
務
公
署
名

添
付
書
類

」

」

」

「

に
、

給
料
表

等
級

」

「

岡
山
県
職
員
給
与
条
例

昭
和

年
岡
山
県
条
例
第

号
第

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
届
け
出
ま
す

（

2
6

1
8

）

1
0

。

」

を「
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岡
山
県
職
員
給
与
条
例

昭
和

年
岡
山
県
条
例
第

号
第

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す

添
付
書
類

（

2
6

1
8

）

10
。

」

「

「

同
居
別
居
の

９
条
２
項
５

同
居
別
居

第
９
条
第
２
項

別
号
の
当
否

の
別

第
６
号
の
当
否

「

①
扶
養
一
人
目

②
扶
養
二
人
目
以
降

①
②
中
加
算
対
象
者

人
数

金
額

人
数

金
額

人
数

金
額

に
、

を

に
、

を
」

」

」

「

子
子
の
う
ち
加
算
対
象
者

父
母

等

人
数

金
額

人
数

金
額

人
数

金
額
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に
改
め
る
。

」

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
扶
養
手
当
に
関
す
る
特
例
に
係
る
読
替
え
）

２

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
八
条
中
「
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
岡
山
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
岡

山
県
条
例
第
五
十
五
号
）
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
又
は
配
偶
者
の

な
い
旨
」
と
す
る
。

３

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
八
条
中
「
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
岡
山
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年

岡
山
県
条
例
第
五
十
五
号
）
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
又
は
配
偶
者

の
な
い
旨
」
と
す
る
。

４

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
八
条
中
「
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
岡
山
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九

、

年
岡
山
県
条
例
第
五
十
五
号
）
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
経
過
措
置
）

５

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
職
員
給
与
支
給
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
小
学
校
中
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

高
等
学
校

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
の

一

指
導
に
直
接
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
準
へ
き
地
校
の
項
中

「

を

真
庭
市
立
砦
部
小
学
校

真
庭
市
下
砦
部

〃

湯
原
小
学
校

〃

久
見

」

「

真
庭
市
立
湯
原
小
学
校

真
庭
市
久
見

に

改

め

」

る
。別

表
第
二
中

「

井
原
市
学
校
給
食
美
星
調
理
場

〃

〃

西
水
砂

真
庭
市
立
中
津
井
小
学
校

真
庭
市
下
中
津
井

」

を「

井
原
市
学
校
給
食
美
星
調
理
場

〃

〃

西
水
砂

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則

昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
に
該

当
し
て
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
号
カ
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
五
以
上
百
分
の
百
九
十
」
を
「
百
分
の
百
十
以
上
百
分

の
百
八
十
」
に

「
百
分
の
百
四
十
一
以
上
百
分
の
二
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
六
以
上
百
分
の

、

二
百
二
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
三
・
五
以
上
百
分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
九
十

八
・
五
以
上
百
分
の
百
十
」
に

「
百
分
の
百
二
十
六
・
五
以
上
百
分
の
百
四
十
一
」
を
「
百
分
の
百

、

二
十
一
・
五
以
上
百
分
の
百
三
十
六
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
百
分
の
九
十
二
」
を

「
百
分
の
八
十
七
」
に

「
百
分
の
百
十
二
」
を
「
百
分
の
百
七
」
に
改
め
る
。

、

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
中
「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
に

「
百
分
の
五

、

十
五
」
を
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
二
号

岡
山
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
、
岡
山

県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
岡
山
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
岡
山
県
指
定
天
然
記
念
物

の
指
定
を
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
六
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

指

定

番

号

有
第
三
六
九
号

二

種

別

重
要
文
化
財

建
造
物

三

名
称
及
び
員
数

安

住

院
本
堂

一
棟

あ
ん
じ
ゅ
う
い
ん
ほ
ん
ど
う

附
慶

長

六
年
棟
札

一
枚

け
い
ち
ょ
う
ろ
く
ね
ん
む
な
ふ
だ

四

所

在

地

岡
山
市
中
区
国
富
三
丁
目
一
番
二
九
号

五

所

有

者

宗
教
法
人
安
住
院

六

建

築

年

代

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年

七

指

定

理

由

安
住
院
は
、
瓶
井
山
禅
光
寺
安
住
院
と
称
し
、
岡
山
市
中
区
国
富
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院
で

あ
る
。
江
戸
中
期
に
は
、
本
坊
安
住
院
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
子
院
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
安

住
院
と
普
門
院
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
寺
伝
で
は
、
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
の
開
基
と
さ
れ
、

文
明
十
（
一
四
七
八
）
年
に
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
焼
失
し
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
復
興
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
本
堂
は
、
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
現
在
の
場
所
か
ら
南
方
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
位

置
に
再
建
さ
れ
、
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
現
在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
た
。

構
造
形
式
は
、
桁
行
五
間
、
梁
間
六
間
の
規
模
で
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
と
し
、
正
面
に
一
間
の

向
拝
が
付
く
。
桁
行
一
三
・
一
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
一
四
・
一
メ
ー
ト
ル
、
向
拝
柱
間
三
・
三
メ
ー
ト

ル
を
測
り
、
平
面
積
一
九
六
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
軒
面
積
三
四
四
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

内
部
は
、
前
方
奥
行
二
間
を
外
陣
、
後
方
を
内
陣
と
し
て
左
右
に
間
口
一
間
の
脇
の
間
を
持
つ
。

外
陣
の
天
井
は
鏡
天
井
で
前
方
及
び
左
右
は
化
粧
屋
根
裏
と
し
、
内
陣
の
天
井
も
鏡
天
井
と
す
る
。

内
外
陣
境
の
柱
筋
に
格
子
の
結
界
を
設
け
て
内
陣
と
外
陣
を
区
画
し
、
内
外
陣
境
の
柱
か
ら
来
迎
柱

ま
で
二
本
の
大
梁
を
掛
け
て
内
陣
を
広
く
造
る
。

創
建
時
に
は
四
周
に
切
目
縁
を
廻
ら
し
二
軒
本
繁
垂
木
で
あ
っ
た
が
、
移
築
時
に
背
面
の
切
目
縁

を
撤
去
し
、
背
面
軒
を
一
軒
本
繁
垂
木
に
改
変
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
向
拝
、
妻
飾
り
、
小
屋
組
、
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軒
裏
、
来
迎
柱
筋
の
梁
な
ど
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
改
変
が
認
め
ら
れ
る
が
、
中
世
の
密
教
本
堂
の

形
式
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
県
内
で
は
希
少
な
桃
山
期
の
寺
院
建
築
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
建
立
時
期
を
示
す
棟
札
は
、
ヒ
ノ
キ
材
で
先
尖
の
長
方
形
を
呈
す
る
。
慶
長
六
（
一
六
〇

一
）
年
十
二
月
に
小
早
川
秀
秋
が
建
立
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
岡
山
入
府
後
間
も

な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宇
喜
多
秀
家
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
本
工
事
を
引
き
継
い
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
七
〇
号

二

種

別

重
要
文
化
財

彫
刻

三

名
称
及
び
員
数

木
造
千
手
観
音
菩
薩
坐
像

一
軀

も
く
ぞ
う
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん

ぼ

さ

つ

ざ

ぞ

う

く

四

所

在

地

岡
山
市
東
区
古
都
南
方
一
二
〇
〇
番
地

五

所

有

者

宗
教
法
人
慈
眼
院

六

制

作

年

代

乾
元
二
（
一
三
〇
三
）
年

七

指

定

理

由

慈
眼
院
は
、
岡
山
市
東
区
古
都
南
方
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院
で
、
室
山
満
願
寺
慈
眼
院
と
称

。

（

）

『

』

、

、

す
る

元
文
二

一
七
三
七

年
に
編
纂
さ
れ
た

備
陽
国
誌

に
よ
る
と

天
平
年
中
の
建
立
で

正
和
年
中
（
一
三
一
二
～
一
三
一
六
）
に
火
災
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
和
四
（
一
三
五

五
）
年
に
本
寺
に
移
設
さ
れ
た
梵
鐘
、
康
正
三
（
一
四
五
七
）
年
と
大
永
八
（
一
五
二
八
）
年
の
修

、

。

理
記
録
の
残
る
仏
涅
槃
図
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら

火
災
以
降
も
存
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

千
手
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
ヒ
ノ
キ
製
の
一
木
割
矧
造
で
作
ら
れ
た
、
木
肌
の
美
し
さ
を
生
か
し
た

素
地
像
で
、
像
高
八
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
台
座
は
後
補
で
あ
る
。
彩
色
や
漆
箔
等
の

痕
跡
は
な
く
、
全
体
に
茶
色
を
呈
し
、
檀
像
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

頂
上
仏
面
は
如
来
形
で
渦
巻
頭
髪
。
頂
上
面
は
髻
の
左
に
狗
牙
上
出
面
一
、
髻
の
右
に
瞋
面
一
、

地
髪
に
狗
牙
上
出
面
二
、
菩
薩
面
三
、
瞋
面
二
、
大
笑
面
一
が
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
地
髪
部
正

面
に
立
つ
化
仏
立
像
は
ヒ
ノ
キ
製
で
彩
色
の
状
況
か
ら
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。
脇
手
は
左
右
と
も
前

、

。

。

中
後
三
列
と
し

真
手
を
入
れ
る
通
形
の
四
十
二
臂
で
あ
る

天
冠
台
は
列
弁
を
二
条
の
紐
で
約
す

合
掌
手
、
宝
鉢
手
の
臂
釧
・
腕
釧
も
同
様
の
意
匠
で
あ
る
。

本
像
は
、
胎
内
銘
か
ら
乾
元
二
（
一
三
〇
三
）
年
奈
良
の
仏
師
覚
清
三
十
五
歳
の
作
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
彼
の
作
品
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
体
軀
や
表
情
な
ど
の
表
現
が
若
々
し
く
力

強
く
、
覚
清
の
充
実
期
を
思
わ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
彼
の
作
品
に
は
、
最
古
の
年
紀
を
有
す
る
摩
多
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羅
神
像
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
島
根
県
清
水
寺
の
像
（
一
三
二
九
年
制
作
）

が
あ
る
が
、
本
作
品
は
こ
れ
よ
り
も
古
く
、
鎌
倉
時
代
の
和
様
檀
像
の
作
例
と
し
て
特
に
貴
重
で
あ

る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
七
一
号

二

種

別

重
要
文
化
財

彫
刻

三

名
称
及
び
員
数

木
造
男
神
坐
像

一
軀

も
く
ぞ
う
だ
ん
し
ん

ざ

ぞ

う

く

四

所

在

地

岡
山
市
北
区
後
楽
園
一
番
五
号

岡
山
県
立
博
物
館

五

所

有

者

宗
教
法
人
宇
南
寺

六

制

作

年

代

平
安
時
代
後
期
（
十
一
世
紀
）

七

指

定

理

由

宇
南
寺
は
、
真
庭
市
美
甘
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
本
堂
は
棟
札
か
ら
永
正
七
（
一

五
一
〇
）
年
の
再
建
と
考
え
ら
れ
、
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

男
神
坐
像
は
、
現
在
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
北
方
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
所
在

し
た
八
幡
宮
の
御
神
体
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
針
葉
樹
製
の
一
木
造
で
、
彫
眼
。
現
状
で
は
素
木
で

あ
る
が
、
所
々
に
白
色
下
地
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
彩
色
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
総
高
五
二

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
前
面
を
向
き
、
胸
前
で
拱
手
し
て
坐
し
て
い
る
。
頭
部
は
冠
を
被

り
、
頭
部
を
前
に
突
き
出
し
、
面
相
は
痩
せ
型
で
目
は
「
Ｕ
」
字
形
に
湾
曲
し
て
、
目
尻
を
鋭
く
切

り
上
げ
る
。
口
は
「
へ
」
字
形
に
堅
く
閉
ざ
し
、
口
唇
両
端
に
皺
を
刻
み
、
顎
を
強
く
前
面
に
突
き

出
す
。
体
部
は
背
面
を
猫
背
風
に
若
干
丸
め
、
襟
の
高
い
袍
を
着
て
拱
手
し
、
胸
前
で
把
笏
す
る
。

腰
に
は
腰
帯
を
巡
ら
し
、
一
端
を
背
面
で
上
か
ら
下
へ
差
し
込
む
。
着
衣
背
面
及
び
両
側
面
に
梵
字

を
書
く
が
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

本
像
は
、
老
相
を
顕
著
に
示
す
男
神
像
で
、
特
に
面
相
部
に
見
ら
れ
る
強
調
し
た
頬
骨

「
Ｕ
」

、

字
形
の
眼
孔
で
目
尻
を
鋭
く
切
り
上
げ
、
顎
を
長
く
し
て
前
面
に
突
き
出
す
一
種
特
異
な
表
現
は
神

像
彫
刻
と
し
て
傑
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
袖
の
曲
面
の
表
現
な
ど
か
ら
も
十
一
世
紀
に
遡
る

と
考
え
ら
れ
、
県
内
屈
指
の
も
の
で
あ
り
、
作
例
的
に
も
貴
重
な
彫
刻
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
七
二
号

二

種

別

重
要
文
化
財

書
跡
・
典
籍

三

名
称
及
び
員
数

古
筆
手

鑑

「
世
々
の
友
」

一

帖

こ

ひ

つ

て

か
が
み

よ

よ

と
も

じ
ょ
う
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四

所

在

地

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
一
五
号

五

所

有

者

一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館

六

制

作

年

代

奈
良
時
代
～
江
戸
時
代

七

指

定

理

由

著
名
な
古
筆
の
断
簡
を
集
め
て
折
本
装
の
帖
に
編
集
し
た
手
鑑
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
盛
行
し
た
。

、「

」

、

、

本
古
筆
手
鑑
は

世
々
の
友

と
名
付
け
ら
れ

岡
山
藩
主
池
田
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
り

外
箱
の
蓋
表
に
「
貴
重

帖
丁
第
九
号
」
と
墨
書
さ
れ
、
近
代
の
池
田
家
で
使
用
さ
れ
た

「
貴
重

、

品
」
の
朱
印
が
押
捺
さ
れ
た
整
理
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
著
名
な
古
筆
の
断
簡
を
集
め
て
折
本
装
の

帖
に
編
集
し
て
あ
り
、
縦
三
八
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
五
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一

一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

表
表
紙
中
央
に
は
「
世
々
の
友

、
裏
表
紙
に
は
「
筆
の
は
な
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
箋
が
あ
る
。

」

表
面
に
は
「
大
聖
武
」
を
は
じ
め

「
如
意
宝
集
切

「
高
野
切

「
中
院
切

「
敦
忠
集
切

「
今
城

、

」

」

」

」

切
」
な
ど
九
四
葉
が
、
裏
面
に
は
「
戸
隠
切

「
二
条
切

「
柏
木
切

「
顕
広
切

「
右
衛
門
切
」

」

」

」

」

な
ど
一
〇
八
葉
の
合
計
二
〇
二
葉
が
貼
り
込
め
ら
れ
て
い
る
。

県
内
に
残
る
手
鑑
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
古
筆
断
簡
が
系
統

的
に
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
名
物
切
や
資
料
的
価
値
が
高
い
切
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

古
筆
を
研
究
す
る
上
で
特
に
重
要
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
七
三
号

二

種

別

重
要
文
化
財

書
跡
・
典
籍

三

名
称
及
び
員
数

風
葉
和
歌

集

抜
書

四
巻
・
二

帖

・
二
冊

ふ
う
よ
う

わ

か

し
ゅ
う
ぬ
き
が
き

じ
ょ
う

所

有

者

法
量

本
紙

（

、

所

在

地

番
号

資

料

名

形

状

数
量

セ
ン
チ
メ
ー

制
作
年
代

ト
ル
）

１

風
葉
集
抜
書

巻
子
装

二
巻

縦
二
五
・
三

寛

文

八

（
株
）
林
原

×

長
一
三
〇

（
一
六
六

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二

〇
・
八

八
）
年

丁
目
七
番
一
五
号

林

縦
二
五
・
三

原
美
術
館

×

長
一
四
四
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〇
・
八

２

風
葉
和
歌
集
抄

巻
子
装

一
巻

縦
二
六
・
七

江
戸
前
期

（
一
財
）
林
原
美
術
館

×

長
四
九
〇

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二

・
〇

丁
目
七
番
一
五
号

３

風
葉
和
歌
抜
書

折
本
装

二
帖

縦
九
・
四×

江
戸
前
期

（
一
財
）
林
原
美
術
館

横
九･

〇

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二

丁
目
七
番
一
五
号

４

風
葉
和
歌
集
抜

列
帖
装

一
冊

縦
一
五
・
〇

江
戸
前
期

（
一
財
）
林
原
美
術
館

書

×

横
一
四
・

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二

三

丁
目
七
番
一
五
号

５

風
葉
和
歌
集
抜

巻
子
装

一
巻

縦
二
四
・
〇

寛

文

七

（
宗
）
龍
昌
院

書

×

長
四
四
六

（
一
六
六

岡
山
市
北
区
後
楽
園
一

・
六

七
）
年

番
五
号

岡
山
県
立
博

物
館

６

風
葉
和
歌
集
抜

列
帖
装

一
冊

縦
一
九
・
〇

江
戸
前
期

（
一
財
）
倉
敷
山
田
コ

書

×

横
一
七
・

レ
ク
シ
ョ
ン

〇

倉
敷
市
平
田
三
六
番
地

四

指

定

理

由

「

」

、

（

）

。

風
葉
和
歌
集

は
鎌
倉
時
代
中
期
の
私
撰
和
歌
集
で

文
永
八

一
二
七
一

年
に
成
立
し
た

平
安
時
代
以
降
に
成
立
し
た
約
二
〇
〇
種
の
物
語
か
ら
歌
を
抜
き
出
し
、
形
式
・
体
裁
を
勅
撰
和
歌

集
を
模
し
て
全
二
〇
巻
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
二
巻
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
巻
一
八
ま
で
で

約
一
四
二
〇
首
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
現
存
し
な
い
物
語
の
名
称
や
内
容
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
。

本
抜
書
は
「
寛
文
七
年
丁
未

「
寛
文
八
年
正
月
日

「
光
政
」
な
ど
の
銘
が
あ
り
、
書
体
や
装

」

」

丁
の
状
態
か
ら
、
も
と
は
岡
山
藩
主
池
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
本
状
況
の
良

く
な
い
風
葉
和
歌
集
の
年
代
の
わ
か
る
写
本
と
し
て
は
最
古
の
も
の
に
相
当
し
、
重
要
で
あ
る
。

岡
山
藩
主
池
田
光
政
の
直
筆
に
よ
る
「
風
葉
和
歌
集
抜
書
」
に
つ
い
て
は

『
池
田
光
政
公
伝
』

、

中
に
六
点
の
記
載
が
あ
り
、
本
資
料
群
は
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
寛
文
七
、
八
年
は
光

、

。

政
が
在
府
中
で
あ
り

江
戸
で
の
文
芸
活
動
と
し
て
和
歌
集
の
写
本
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
抜
書
は
装
丁
が
異
な
り
、
写
さ
れ
た
歌
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
用
途
に
よ

平成３０年３月６日　岡山県公報　第１１９７０号



っ
て
内
容
等
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
資
料
群
は
、
全
体
と
し
て
近
世
前
期
の
大
名
に
よ
る
文
芸
活
動
の
実
際
、
及
び
そ
の
素
養
や
思

想
な
ど
を
考
え
る
上
で
学
術
的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

民
第
四
八
号

二

種

別

重
要
有
形
民
俗
文
化
財

三

名
称
及
び
員
数

八
浜
の
だ
ん
じ
り

二
基

は
ち
は
ま

四

所

在

地

玉
野
市
八
浜
町
八
浜
一
八
一
、
九
八
三

五

所

有

者

八
浜
壇
尻
奴
保
存
会

六

制

作

年

代

江
戸
時
代
末
期
～
明
治
時
代
初
期

七

指

定

理

由

八
浜
八
幡
宮
は
玉
野
市
八
浜
町
に
所
在
し
て
お
り
、
池
田
家
の
尊
崇
が
厚
く
、
祭
礼
の
際
に
は
藩

主
の
代
参
と
し
て
騎
馬
の
鎧
武
者
や
奉
幣
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
大
名
行
列
風
の
御
幸

の
様
子
は
、
藩
の
使
者
に
対
し
町
内
か
ら
毛
槍
や
挟
箱
を
担
ぐ
奴
役
な
ど
を
出
し
て
供
揃
え
し
て
い

た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
秋
の
例
大
祭
に
お
け
る
神

、

、

、

、

輿
の
渡
御
・
還
御
に
供
奉
す
る
行
列
と
し
て
華
や
か
に
執
行
さ
れ
続
け

現
在
も
奴

挟
箱

毛
槍

神
輿
、
太
鼓
、
だ
ん
じ
り
二
基
（
囃
子
）
な
ど
本
格
的
な
祭
礼
行
列
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

だ
ん
じ
り
は
こ
の
祭
礼
で
使
用
さ
れ
る
山
車
で
、
西
と
南
の
だ
ん
じ
り
二
基
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

ケ
ヤ
キ
材
を
使
用
し
、
歴
史
物
語
に
ち
な
ん
だ
彫
刻
は
彩
色
豊
か
で
、
人
物
や
動
物
な
ど
は
ガ
ラ
ス

目
が
使
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
六
、
二
七
年
度
に
解
体
修
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
洗
浄
と
補
材
に
よ

る
僅
か
な
補
修
を
行
っ
た
の
み
で
原
形
を
よ
く
止
め
て
い
る
。
西
の
だ
ん
じ
り
、
南
の
だ
ん
じ
り
と

も
に
県
内
各
地
の
だ
ん
じ
り
に
比
べ
て
背
が
高
く
、
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
神
輿
の
巡
行
に
供
奉
す
る

移
動
式
の
囃
子
台
（
＝
檀
尻
）
と
い
う
だ
ん
じ
り
本
来
の
役
割
に
徹
し
て
い
る
の
も
古
態
を
伝
え
て

い
て
好
ま
し
い
。

西
の
だ
ん
じ
り
は
、
全
体
に
三
国
志
と
日
本
神
話
を
題
材
に
し
た
精
巧
か
つ
丁
寧
な
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
る
。
彫
刻
の
裏
に
は
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
の
銘
や
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
大
阪
で

活
躍
し
た
彫
物
師
「

前
田
）
義
次
」
の
銘
が
あ
り
大
阪
と
の
交
流
を
示
し
て
お
り
、
彼
の
作
品
と

（

し
て
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
最
西
端
の
作
例
で
あ
る
。

南
の
だ
ん
じ
り
は
、
西
の
だ
ん
じ
り
よ
り
も
大
き
い
。
全
体
に
施
さ
れ
た
彫
刻
の
意
匠
は
源
平
合

戦
に
題
材
を
求
め
て
お
り

「
宇
治
川
の
先
陣

「
箙
の
梅

「
逆
艪
問
答

「
扇
の
的

「
錣
引
き
」

、

」

」

」

」
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な
ど
名
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
制
作
年
代
を
示
す
記
録
は
な
い
が
、
作
者
と
し
て
「
邑
久
郡
尻
海

井
上
幸
治
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
活
躍
し
た
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
頃
の
制
作
と

考
え
ら
れ
る
。

、

。

西
の
だ
ん
じ
り
の
彫
刻
は

県
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
他
地
域
の
だ
ん
じ
り
と
比
較
し
て
も
古
い

ま
た
、
八
幡
社
の
神
霊
が
遷
移
し
て
町
内
の
御
旅
所
を
巡
行
す
る
神
輿
の
後
方
に
二
基
並
び
立
っ
て

供
奉
す
る
だ
ん
じ
り
の
勇
姿
は
祭
礼
行
列
の
古
態
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
地
域
文
化
の
発
展
及
び
民

俗
文
化
を
継
承
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

民
第
四
九
号

二

種

別

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

三

名

称

松
山
踊
り

ま
つ
や
ま
お
ど

四

保
護
団
体
の
名
称

松
山
踊
り
保
存
会

五

指

定

理

由

松
山
踊
り
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
備
中
松
山
藩
の
城
下
町
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
盆
踊
り
で

あ
る
。
踊
り
の
種
類
は

「
地
踊
り

「
仕
組
踊
り

「
ヤ
ト
サ
」
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

、

」

」

し
た
音
頭
が
唄
わ
れ
て
い
る
。

「
地
踊
り
」
は
、
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
に
備
中
松
山
藩
主
水
谷
勝
隆
が
五
穀
豊
穣
と
町
屋
繁

栄
を
祈
っ
て
、
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
と
し
て
始
め
た
と
い
わ
れ
、
城
下
町
の
整
備
・
発
展
と
と
も
に

、

。「

」

、

商
家
町
に
広
が
り

盂
蘭
盆
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

仕
組
踊
り

は

延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
以
降
、
藩
士
の
子
弟
に
よ
る
尚
武
の
踊
り
と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
廃
藩
置
県
を
機
に
一
時
途
絶
え
た
が
、
同
十
（
一
八
七
七
）
年
頃
に
復

活
し
、
時
代
の
世
相
を
反
映
し
た
題
材
を
演
じ
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。

一
方

「
ヤ
ト
サ
」
は
、
か
つ
て
「
成
羽
踊
り
」
又
は
「
竹
荘
踊
り
」
と
言
わ
れ
、
旧
川
上
・
上

、

房
郡
内
に
伝
わ
っ
て
い
た
踊
り
で
あ
る
が
、
平
易
な
旋
律
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
人
気
が
高
ま
り
、
昭

和
初
期
以
降
に
高
梁
で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

松
山
踊
り
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
城
下
町
の
整
備
・
発
展
を
背
景
と
し
て
姿
を
変
え
な
が
ら
、
現

在
ま
で
伝
統
的
な
芸
能
と
し
て
踊
り
継
が
れ
て
い
る
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

記
第
一
一
五
号

二

種

別

天
然
記
念
物
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三

名

称

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
生
息
地

四

所
在
地
の
地
番
、
地
積
及
び
地
目

地

番

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
字
恩
原
二
〇
四
〇
番
地
七

地

積

合

計

一
〇
八
、
八
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

地

目

山
林

五

所

有

者

鏡
野
町
上
齋
原
財
産
区

六

指

定

理

由

ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
は
、
チ
ョ
ウ
目
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
チ
ョ
ウ
の
一
種
で
、
国
内
の

自
然
状
態
で
生
息
し
て
い
る
場
所
は
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
段
階
で
本
県
の
み
で
確
認
さ
れ

て
い
る
。
生
息
に
は
農
地
周
辺
、
採
草
地
や
放
牧
地
な
ど
の
人
為
的
に
維
持
さ
れ
た
草
原
が
不
可
欠

で
あ
り
、
成
虫
に
な
る
六
月
か
ら
七
月
の
時
期
に
、
吸
蜜
植
物
で
あ
る
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
や
、
幼
虫
の

餌
と
な
る
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
カ
ノ
コ
ソ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
が
生
育
す
る
草
原
環
境
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
る
。

鏡
野
町
上
齋
原
地
区
は
、
岡
山
県
内
に
残
る
貴
重
な
生
息
地
で
、
大
部
分
は
山
林
と
草
原
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
行
政
、
地
元
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
定
期
的
な
草
刈
等
の
実
施
に
よ
り
、
産
卵
及
び
生
息

し
や
す
い
環
境
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
内
に
生
息
す
る
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
は
、
中
国
及
び
朝
鮮
半
島
産
と
同
じ
種
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
陸
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
示
す
重
要
な
動
物
種
で
あ
る
。
ま
た
環
境
省
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
種
Ⅰ
Ａ
類
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ご
く
近
い
将
来
、
野
生
で
は
絶
滅
す

る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
地
の
保
護
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
。
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